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?1948??
 1 月 民衆芸術劇場（第 1次民芸）第 1回「破戒」公演。
 3 月  4 日 山本安英、木下順二らぶどうの会結成。
 7 月  3 日 東京勤労者演劇協同組合（労演）結成。
12月 「勤労者演劇組合」として会員募集の呼びかけをする。事務局は、三次忠好・岡田文江・南部省三・古賀初久。事務局
所在は北区永楽町（梅田新道西南角）、出張所は朝日会館一階川側。
?1949??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
2 月 あゝ荒野 俳優座 ユージン・オニール 北村　喜八 青山　杉作 1000 70
3 月 挿話（エピソード） 文学座 加藤　道夫 長岡　輝子 1500 80
姫岩 文学座 田村　秋子 里見　淳
4月 山脈 民衆芸術劇場 木下　順二 岡倉　士朗 2000 80
5 月 土工 大阪自立劇団合同 水島羊之介 水島羊之介 2500 75
6 月 真夏の夜の夢 前進座 シェイクスピア 坪内　逍遥 宮川　雅青 3000 75
7 月
8月
人形浄瑠璃「文楽の歴史及
人形解説」「寿三番叟」「絵
本太功記」「恋飛脚大和往
来」ほか
文楽座組合 2000 75
9 月 人間製本 新協劇団 鈴木　政男 村山　知義 2000 75
10 月 フィガロの結婚 俳優座 ボーマルシェ 内藤　濯 青山　杉作 2500 75
11 月 欲の化粧 ぶどうの会 正宗　白鳥 岡倉　士朗 2000 75
夕鶴 ぶどうの会 木下　順二 岡倉　士朗
12月 バレエ「舞姫タイス」「ショ
パンの幻想」
法村康之・友井
唯起子近代バレ
エ団
構成・升屋治三郎
（舞姫）／中村　
武夫（ショパン）
1500 75
 2 月 木下順二「夕鶴」発表。
 3 月 15 日 労演機関紙・タブロイド新聞『映画演劇』創刊。
 3 月 木下順二「山脈」初演。
 4 月  5 日 自立劇団懇談会の開催。
 5 月 会員証発行。機関紙代を含め会費を決定。
 7 月 12 日 民芸分裂、解散。
 8 月  4 日 関西実験劇場発足。
11月 24 日 関西勤労者音楽協議会（大阪労音）発足。会員 467 名、会費 50円。
12月 20 日 京都・京芸結成。
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?1950??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 商船テナシティ 大阪放送劇団 ヴィルドラック 山田　珠樹 梅本　重信 1500 75
鉈（なた） 大阪放送劇団 真船　豊 梅本　重信
2月 三人姉妹 俳優座 チェーホフ 湯浅　芳子 千田　是也 2000 75
3 月 キティ台風 文学座 福田　恒存 長岡　輝子 2000 80
4 月 ファウスト博士 人形劇団プーク ゲーテ 高山　貞章 川尻　泰司 2000 80
ロミオとジュリエット 前進座 シェイクスピア 三神　勲 土方　与志
河内山宗俊 前進座 河竹黙阿弥 土方　与志
5月 女房学校 俳優座 モリエール 鈴木　力衛 千田　是也 2000 80
6 月 華々しき一族 文学座 森本　薫 戌井　市郎 2000 80
出来ごころ 文学座 メリメ 長岡　輝子
7月 若き啄木 民衆劇場 藤森　成吉 大岡　欽治
阪中　正夫
1700 80 20
8 月 きこりトンベエ 人形劇団プーク 高山　貞章 川尻　泰司 1500 80 20
セロひきのゴーシュ 人形劇団プーク 宮沢　賢治 川尻　泰司 川尻　泰司
9月 文化議員 民衆劇場 田口　竹男 筒井　好雄 750 80 20
10 月 生活の歌 新協劇団 寺島アキ子 松尾　哲次 800 80 20
11 月 令嬢ジュリー 俳優座 ストリンドベリー 杉山　誠 青山　杉作 1500 80 20
12 月 幽霊 くるみ座 イプセン 竹内　道雄 田中千禾夫 1000 80 20
 1 月 12 日 前進座、巡演隊 5班編成で全国各地に移動公演。
 1 月 事務局員・尾崎信入局。
 2 月  1 日 神戸・道化座発足。
 2 月 自立劇団のための演劇講習会。
 3 月  1 日 入場税 15割を映画、演劇、オペラ 10割、純音楽、展覧会 4割に引下げ。
 4 月  9 日 大阪・民衆劇場発足。
 5 月 16 日 民芸（第 2次）再建。
 6 月  5 日 労演規約成立。幹事 10名選出、会費の前納、入会金制度の設置、会計幹事の設置。代表者・北田辰之進、樋口繁治。
 7 月  8 日 文学座、新宿区信濃町にアトリエ落成。
 8 月 日本共産党の主流派と国際派の対立、文化運動に波及。
 9 月 機関紙、タブロイド判から B4判に変更。発行人・岡田文江。
10月 19 日 ぶどうの会第 1回公演「夕鶴」（三越劇場）。
11月 新日本文学会の内部対立激化、『人民文学』創刊。
12月 2～3日 職場演劇コンクール（桜橋ガーデン）。
12月 22 日 特別例会・民芸「かもめ」（西宮・日芸会館）。
12月 23 日 幹事会の強化を決定。
?1951??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 桜の園 俳優座 チェーホフ 湯浅　芳子 千田　是也 1800 100
臨時
20
2 月 自由学校 地球座 獅子　文六 小山　祐士 岡倉　士朗 2200 100
臨時
20
3 月 その妹 民芸 武者小路実篤 岡倉　士朗 1600 80 20
4 月 沢氏の二人娘 くるみ座 岸田　國士 田中千禾夫 800 80 20
花子 くるみ座 田中千禾夫 奥野　三郎
6月 百姓イワン物語 人形劇団プーク トルストイ 中江　隆介 川尻　泰司 川尻　泰司 1050 100 0
臨時
7月 愛と死との戯れ 俳優座 ロマン・ローラン 片山　敏彦 青山　杉作 1700 100 50
8 月 婚期 俳優座 秋元　松代 阿部　廣次 1300 100 50
彦市ばなし 制作劇場 木下　順二 道井　直次
9月 シラノ・ド・ベルジュラック 文学座 ロスタン 辰野　隆
鈴木信太郎
長岡　輝子 1400 180
臨時
50
10 月 夜の来訪者 俳優座 プリーストリー 内村　直也 翻案・内村　直也 青山　杉作 1400 100 50
11 月 夕鶴 ぶどうの会 木下　順二 岡倉　士朗 1800 100 50
三角帽子 ぶどうの会 アラルコン 会田　由 岡倉　士朗
12月 オセロウ 俳優座 シェイクスピア 木下　順二 青山　杉作 1900 130
臨時
50
 1 月  3 日 東京・歌舞伎座復興会場。東京労演、東京演劇協同組合（東演）と改称。
 1 月 23 日 機関紙名を『映画演劇』から『労演』に変更を決定。
 1 月 労演事務局移転（北区梅田町 27）。
 4 月 大阪府高等学校演劇研究会設立。
 5 月 東演分裂、東京演劇協同組合と東京演劇協会に二分。
 6 月  8 日 会員再登録と組織対策を強化。暫定的に 6 月のみ入会金なし、以後 50円。
 6 月 劇作家田中千禾夫、俳優座に入団。
 8 月 29 日 新協劇団分裂、中央芸術劇場（中芸）結成。
11月  5 日 未組織組合への組織的な拡大強化を確認。
11月 労演事務局移転（西区江戸堀北通 1の 10 日々会館）。
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?1952??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 トパーズ 青年俳優クラブ マルセル・パニヨル 永戸　俊雄 倉橋　健 2200 100 50
2 月 ウィンザーの陽気な女房たち 俳優座 シェイクスピア 三神　勲
西川　正身
青山　杉作 3000 100 50
3 月 結婚 新協劇団 ゴーゴリ 熊沢　復六 八田　元夫 2400 100 50
鼻 人形劇団プーク ゴーゴリ 川尻　泰司 川尻　泰司
4月 巌頭の女 民芸 久板栄二郎 岡倉　士朗 3000 150 50
5 月 天使 俳優座 田中　澄江 千田　是也 3400 150 50
6 月 祖国喪失 文学座 堀田　善衛 加藤　道夫 加藤　道夫 3500 150 50
7 月 蛙昇天 ぶどうの会 木下　順二 岡倉　士朗 4000 150 50
8 月 死んだ海 新協劇団 村山　知義 村山　知義 3600 150 50
9 月 退屈な時間 文学座 森本　薫 戌井　市郎 3800 150 50
長いクリスマス・ディナー 文学座 ソートン・ワイルダー 鳴海　四郎 長岡　輝子
10月 襤褄と宝石 俳優座 加藤　道夫 千田　是也 3800 150 50
11 月 龍を撫でた男 文学座 福田　恒存 長岡　輝子 3900 150 50
12 月 真夜中の港 新協劇団 村山　知義 村山　知義 3800 150 50
 1 月  5 日 特別例会・民芸「炎の人」（毎日会館）。
 2 月 29 日 京都演劇くらぶ発足。
 4 月 13 日 規約を改正し、年 2回の総会、会費 150 円、入会金 50 円、常任幹事会の新設を決める。代表幹事・北田辰之進、金
子成男。
 5 月 雑誌『新劇場』が『テアトロ』に統合。
 6 月 13 日 ぶどうの会、木下順二「蛙昇天」三越劇場で初演。
 7 月  5 日 特別例会・文学座「恭恭しき娼婦」（毎日会館）
 7 月 18 日 大阪・産経会館竣工。
 9 月 16 日 第 1 回職場演劇の連絡懇談会を開催。
10月 12 日 特別例会・文学座「しんしゃく源氏物語」「卒塔婆小町」（毎日会館）
11月 大阪・制作劇場が制作座に改称。
12月 東京・三越劇場が閉鎖。
?1953??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 みんな我が子 泉座 アーサー・ミラー 中田　耕治
菅原　卓
菅原　卓 4000 150 50
2 月 春近き冬の頃─ウィン
ター・セット
青年俳優クラブ M・アンダースン 倉橋　健 倉橋　健 5200 150 50
3 月 欲望という名の電車 文学座 テネシー・ウイリ
アムズ
田島　博
山下　修
川口　一郎 5200 150 50
4 月 デッド・エンド 新協劇団 シドニー・キング
スリー
中村　雅男 村山　知義 5400 150 50
5 月 真空地帯 新演劇研究所 野間　宏 鈴木　政男 下村　正夫 6000 150 50
6 月 日本の気象 民芸 久保　栄 久保　栄 6500 150 50
7 月 彦市ばなし・三年寝太郎・
瓜子姫とアマンジャク
ぶどうの会 木下　順二 岡倉　士朗 7500 150 50
8 月 阿Ｑ正伝 関西新劇合同公演 魯　迅 中沢　信三 田　漢 土方与志ほか 7000 150 50
9 月 北京のどぶ 京芸 老　舎 黎　波 岩田　直二 7000 150 50
10 月 風浪 ぶどうの会 木下　順二 岡倉　士朗 7200 150 50
11 月 あかんぼ頌 文学座 A・ルッサン 鈴木　力衛 安藤　信敏 岩田　豊雄 7200 150 50
12 月 崖町に寄せる波 新協劇団 村山　知義 村山　知義 7000 150 50
 1 月  1 日 入場税改正。一律 5割、純音楽・文楽など 2割。
 2 月  1 日 NHK・東京地区でテレビ本放送を開始。1日 4時間、契約数 866。
 2 月 6～7日 特別例会・人形劇団プーク「昔話桃太郎」（毎日会館）
 2 月 労演で初めてパンフレットを作成。
 3 月  3 日 サークル機関紙懇談会。
 3 月 19 日 文学座「欲望という名の電車」大阪毎日会館から初演。
 3 月 関西労働者演劇集団発足。
 4 月 大阪・くるま座発足。
 7 月  5 日 全大阪学生合同演劇祭「第三帝国の恐怖と貧困」（夕陽丘会館）。
 7 月 14 日 四季発足。
 8 月 大阪・朝日会館が映画館に転向を発表。
10月 17 日 自立演劇第 1回発表会（夕陽丘会館）。
12月 8～9日 特別例会・民芸「民衆の敵」（産経会館）。
12月 22 日 代表者会議。新劇運動の拡大と強化。
12月 25 日 劇作家加藤道夫自殺。
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?1954??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 城館 文学座 矢代　静一 矢代　静一 7500 150 50
松花江の月 文学座 真船　豊 戌井　市郎
思い出を売る男 文学座 加藤　道夫 戌井　市郎
2月 山の民 新協劇団 江馬　修 村山　知義 村山　知義 7800 180
臨時
50
3 月 どん底 文学座 マクシム・ゴーリ
キー
神西　清 岸田　國士 8000 180
臨時
50
4 月 福沢諭吉 前進座 真山　青果 土方　与志 8500 180
臨時
50
茶壷 前進座 岡村　柿紅 坂東三津之丞
鳥辺山心中 前進座 岡本　綺堂 平田　兼三
5月 セールスマンの死 民芸 アーサー・ミラー 大村　敦
菅原　卓
菅原　卓 9500 180 50
6 月 ゴールデン・ボーイ 七曜会 C・オデッツ 清水　光 三影紳太郎 9000 180 50
7 月 女の平和 俳優座 アリストパネス 高津　春繁 田中千禾夫 青山　杉作 10000 180 50
8 月 富士山麓 関西新劇合同青年
演劇人クラブ
福田　善之 藤田　朝也 岩田　直二 9000 180 50
9 月 墓場なき死者 新人会 サルトル 鈴木　力衛 鈴木　力衛 千田　是也 9000 180 50
10 月 石狩川 新協劇団 本庄　陸男 村山　知義 9000 180 50
11 月 闇の力 民芸 トルストイ 米川　正夫 土方　与志 6500 180 50
12 月 二号 文学座 飯沢　匡 飯沢　匡 9500 180 50
 2 月 27～28 日 特別例会・新演「未亡人」（毎日会館）。
 2 月 創立 5周年記念公演例会。
 3 月  5 日 劇作家岸田國士、文学座「どん底」演出中に急逝。
 4 月 20 日 俳優座劇場会場式、「女の平和」初演。
 5 月  1 日 入場税、国税に移管。50円以下 1割、80円以下 2割、130 円以下 3割、150 円以下 4割、以上 5割。青年座発足。
 6 月 10 日 新劇ブームの毎日新聞記事出る。
 7 月 10 日 神戸労演発足。
 7 月 20 日 特別例会・チェーホフ 50年祭。ソ映画「舞台の巨匠たち」（毎日会館）。
 7 月 28 日 名古屋演劇同好会（名演）発足。
 8 月 17 日 特別例会・前進座「権三と助十」（朝日ラジオホール）。
10月 8～9日 特別例会・人形劇団プーク「バヤヤ王子」（大手前会館）。
12月 22 日 新年度から菅原卓、民芸の特別座員で参加。
?1955??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 若人よ蘇れ 俳優座 三島由紀夫 千田　是也 9500 180 50
2 月 大和の村 民芸 和田　勝一 岡倉　士朗 9500 180 50
3 月 ヴィルヘルム・テル 民芸 F・シラー 桜井　政隆 村山　知義 11700 180 50
4 月 ハムレット 文学座 シェイクスピア 福田　恒存 福田　恒存 11700 180 50
5 月 敵 新協劇団 マクシム・ゴーリ
キー
黒田　辰男 松本　忠司 村山　知義 11000 180 50
6 月 女の声 民芸 新藤　兼人 菅原　卓 12000 180 50
7 月 どれい狩り 俳優座 安部　公房 千田　是也 13000 180 50
8 月 快速船 青俳 安部　公房 倉橋　健 13000 200
臨時
50
9 月 街の風景 大阪新劇合同青年
演劇人クラブ
エルマー・ライス 中村　信成 中西　武夫 12800 200 50
10 月 ベルナルダ・アルバの家 ぶどうの会 F・G・ロルカ 山田　肇 岡倉　士朗 13000 200 50
11 月 愛は死をこえて 民芸 クルチコフスキー 鈴木　力衛 安堂　信也 松尾　哲次 13500 200 50
12 月 町人貴族 俳優座 モリエール 鈴木　力衛 田中千禾夫 14000 200 50
 1 月 指定日以外の座席券使用は、サークル名、代表者名の記入、捺印の上で他日立見有効の制度をとる。
 2 月  2 日 会場問題や若い劇団公演の要望など討議。
 3 月  5 日 特別例会・中国映画「遼山泊と祝英台」（産経会館）。
 3 月 26 日 特別例会・大蔵流、和泉流狂言鑑賞会（朝日会館）。
 4 月  1 日 大阪音楽文化協会（音協）発足。
 5 月 信欣三、赤木蘭子夫妻、民芸に入団。
 6 月 11 日 特別例会・「東西合同狂言鑑賞会」（朝日会館）。
 6 月 大阪小劇場が五月座として発足。
 7 月 8～9日 特別例会・新制作座「市川馬五郎一座顛末記」（毎日会館）。
 7 月 東京・国民文化会議発足。
 9 月 29 日 会費値上げ案決定。
11月 大阪・人形劇団クラルテ、再建アッピールを出す。岡山演観協発足。全国労音発足。
12月 23～24 日 特別例会・東京新劇合同「秋の国」（毎日会館）。
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?1956??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 絵姿女房─僕のアルト・ハ
イデルベルク
文学座 矢代　静一 戌井　市郎 14000 200 50
わが家の平和 文学座 クゥルトリィヌ 岸田　國士 長岡　輝子
三人の盗賊 文学座 八木柊一郎 松浦　竹夫
2月 仮名手本忠臣蔵・毛抜ほか 前進座 竹田　出雲
真山　青果ほか
河武　繁俊
ほか
14000 200 50
3 月 幽霊 俳優座 イプセン 青山　杉作 大木　靖 15000 200 50
4 月 終末の刻 大阪新劇合同 村山　知義 中村　信成 13500 200 50
5 月 西の国の人気者 民芸 J・W・シング 菅原　卓 菅原　卓 14000 200 50
6 月 ピクニック 俳優座 W・インジ 田島　博 山下　修 島田　安行 14000 200 50
7 月 楠三吉の青春 青俳 大橋　喜一 倉橋　健 14000 200 50
8 月 城への招待 東京新劇合同 ジャン・アヌイ 鈴木　力衛 久保田万太郎 14000 200 50
9 月 機械の中の青春 新協劇団 佐多　稲子 寺島アキ子 村山　知義 13900 200 50
10 月 畸型児 大阪新劇合同 小幡　欣治 岩田　直二 13400 200 50
11 月 帰らぬ人 民芸 本田　英郎 松尾　哲次 14300 200 50
12 月 三人姉妹 俳優座 チェーホフ 湯浅　芳子 千田　是也 15000 200 50
 1 月  1 日 大阪道頓堀に文楽座新築開場。
 1 月 16 日 東京労演発足。
 3 月 サークル世論調査を施行。
 4 月 27 日 関西国民文化会議への参加を決定。
 4 月 和歌山労演発足。
 5 月 16 日 関西国民文化会議創立。
 6 月 17 日 特別例会「東西合同狂言鑑賞会」（朝日会館）。
 8 月 14 日 ブレヒト没。
 9 月  2 日 西日本演劇鑑賞団体連絡会議（西日本演観連）結成。当日券外は、事務局で事前に立見交換の制度となる。
 9 月 道頓堀中座開場。テアトル・エコー発足。
10月 8～9日 特別例会・人形劇団プーク「イソバと海賊」（毎日会館）。
10月 当日券外は、奇数・偶数日に限定の交換制度となる。
11月 21 日 特別例会・新演「どん底」（毎日会館）。
11月 大阪テレビ開局。
12月 26 日 演出家青山杉作没。
12月 北九州労演発足。梅田コマ劇場開場。
?1957??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 アンネの日記 民芸 アンネ・フランク 菅原　卓 F・グッドリッチ
／A・ハケット
菅原　卓 15000 200 50
2 月 菅原伝授手習鑑・三年寝太
郎・お染久松
前進座 竹田出雲・木下順二
桜田治助
土方　与志
渥美清太郎
15000 200 50
3 月 タルチュフ 俳優座 モリエール 鈴木　力衛 田中千禾夫 15000 200 50
4 月 持つということ 新演劇研究所 ユリゥス・ハイ 千田　是也 下村　正夫 14000 200 50
5 月 そら、また歌ってる 関西芸術座 M・フリッシュ 加藤　衛 岩田　直二 12500 200 50
6 月 蟹の町 俳優座 小山　祐士 小山　祐士
大木　靖
14500 200 50
7 月 漁船天佑丸 民芸 ハイエルマンス 久保　栄 松尾　哲次 14000 200 50
8 月 狂言鑑賞会 大蔵流・和泉流合同 13000 200 50
9 月 島 民芸 堀田　清美 岡倉　士朗 14000 200 50
10 月 虫 関西芸術座 藤本　義一 道井　直次 12000 200 50
11 月 ウィンザーの陽気な女房たち 俳優座 シェイクスピア 三神　勲
西川　正身
青山　杉作 14000 200 50
12 月 楡の木蔭の欲望 民芸 ユージン・オニール 菅原　卓 菅原　卓 14700 200 100
臨時
 1 月 「京都演劇くらぶ」から京都労演に発展的発足。新劇のテレビ、ラジオ出演増加。
 5 月 11 日 関西芸術座を制作座、民衆劇場、五月座の三劇団により合同創立。
 5 月 11～12 日 特別例会・人形劇団プーク「青い鳥」（三越劇場）。
 7 月  1 日 京都・人間座発足。
 7 月  3 日 劇団との提携を充実させるなど決定。
 7 月 大阪新劇俳優クラブ結成。
 8 月 機関誌 100 号記念として、特集・戦後新劇の展望をとりあげる。
10月 25 日 特別例会・「阿波人形浄瑠璃」（大手前会館）。
11月  3 日 大阪市民文化祭、藤本義一「つばくろの歌」（中央公会堂）。
12月  8 日 労演主催で自立演劇活動の反省会。
12月 13 日 『労演』を『大阪労演』に改称、入会金を幹事会で変更しうると規約改正。
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?1958??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 国定忠治 新協劇団・中芸合同 村山　知義 村山　知義 14000 200 50
2 月 人情噺文七元結・め組の喧嘩 前進座 三遊亭円朝・竹柴其水 15700 200 50
3 月 御料車物語 民芸 鈴木　元一 堀田　清美 松尾　哲次 15200 200 50
4 月 鼓の女 俳優座 田中　澄江 田中千禾夫 15200 200 50
5 月 ガリレオ・ガリレイの生涯 青年劇場運動 ブレヒト 千田　是也 千田　是也
下村　正夫
14700 200 50
6 月 法隆寺 民芸 青江舜二郎 岡倉　士朗 16000 250
臨時
50
7 月 令嬢ジュリー 俳優座 ストリンドベリー 杉山　誠 大木　靖 16300 230 50
8 月 狐とぶどう ぶどうの会 フィゲレイド 牧原　純 岡倉　士朗 15000 230 50
9 月 ポーギィとベス 民芸 ドロシー・ヘイワード
デウボス・ヘイワード
菅原　卓 菅原　卓 15900 230 50
10 月 血の花 俳優座 Ｇ・ロルカ 会田　由 田中千禾夫 14800 230 50
11 月 岬の町の町会議員 関西芸術座 杉浦　明平 村山　知義 村山　知義 13300 230 50
12 月 長い墓標の列 ぶどうの会 福田　善之 竹内　敏晴 14100 230 100
 1 月 17 日 日本新劇俳優協会設立。
 2 月 18 日 特別例会・関西芸術座「永井墓標の列」（朝日会館）。
 2 月 岐阜演劇友の会発足。大阪・毎日会館閉館。
 4 月 当日券外は 1日 100 枚の立見券と交換の制度に変更。大阪・演劇集団息吹発足。大阪・歌舞伎座閉場。未来劇場発足。
 6 月 19 日 代表者会議。 7 月より会費 230 円に値上げ及び 10周年記念事業への準備などを決定。
 6 月 大阪自立演劇活動報告及び戯曲集 1957 年度版を発行（150 円）。
 7 月 14 日 事務局、日々会館より朝日ビル 7階 714 号（北区中之島 3の 3）に移転。
 8 月  1 日 特別例会・文学座「薔薇と海賊」（毎日ホール）。
10月  4 日 阪中正夫追悼公演「馬」、講演・内村直也（朝日会館）。
10月 28 日 特別例会・緑座「能」（大槻能楽堂）。
10月 30 日 特別例会・文学座「マクベス」（毎日ホール）。
10月 31 日 大阪新歌舞伎座新築開場。
10月 指定日外はその日より 5日間に限り立見券と交換に制度を変更。
12月 15 日 代表者会議。入会金 100 円に値上げ決定。
12月 16 日 三好十郎没。
?1959??
月 題名 劇団 作者原作者 訳者 脚色 演出 会員数（人）会費（円）入会金（円）
1 月 関漢卿 文学座・俳優座
民芸合同
田　漢 宮川　晟 千田　是也 15800 230 100
2 月 愛と死との戯れ 俳優座 ロマン・ローラン 片山　敏彦 田中千禾夫 17400 230 100
3 月 運命 民芸 堀田　善衛 宇野　重吉 17100 230 100
4 月 禿山の夜 関西芸術座 大橋　喜一 岩田　直二 14600 230 100
5 月 幽霊はここにいる 俳優座 安部　公房 千田　是也 15200 230 100
6 月 漁港 民芸 原　源一 菅原　卓 15100 230 100
7 月 見知らぬ人 俳優座 真船　豊 千田　是也 15600 230 100
8 月 ファウスト博士 人形劇団プーク ゲーテ／高山　貞章 川尻　泰司 13800 230 100
人形浄瑠璃「瓜子姫とアマ
ンジャク」ほか
人形浄瑠璃三和会 木下　順二
9月 夜の季節 民芸 菅原　卓 菅原　卓 14200 230 100
10 月 黄色と桃色の夕方 文学座 矢代　静一 松浦　竹夫 14700 230 100
11 月 千鳥 俳優座 田中千禾夫 千田　是也 14700 230 100
12 月 ガラスの動物園 民芸 テネシー・ウイリアムズ 菅原　卓 菅原　卓 15100 230 100
 1 月 9～15 日 10 周年記念「日本の新劇展」（日立ショールーム）。
 1 月 14 日 10 周年記念・新劇春の祭（日立ミュージックホール）。
 1 月 10 周年記念行事として、新人劇作家に創作劇を依頼、会員投票による優秀舞台のアンコール上演を企画。
 2 月  1 日 新協・中芸合同して東京芸術座結成。
 2 月 18 日 特別例会・前進座「富くじ長屋」（毎日ホール）。
 2 月 22 日 演出家岡倉士朗没。
 3 月  7 日 大阪・日立ホールで青猫座の新劇公演。
 4 月  1 日 大阪・劇団やわらぎ発足。
 6 月  4 日 演出家土方与志没。
 7 月 アンコール上演アンケートの結果、1位に俳優座「桜の園」、2位に民芸「どん底」支持決まる。
 9 月 九州演観協連絡会議発足。
10月 19 日 特別例会・前進座「写楽の大首」（毎日ホール）。
10月 テネシー・ウィリアムズ来日。
12月 15 日 特別例会・京芸「西陣の歌」（朝日会館）。
12月 16 日 総会を年 1回に改正を決定。
